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力強く、前へ…
令和７年７月９日

いじめ防止集会
児童会本部が中心となり、「R7美園小いじめ防止スローガン」ができました。

スローガン「たのしく なかよく あたたかかく」
・みんなの明るい笑顔があふれる美園小
・みんなにやさしく協力し合う美園小
・みんなを思いやり親切にする美園小

このスローガンに基づき、各クラスでいじめ防止に向けて話し合い、クラス目標を決めま
した。そのクラス目標を発表し合い、学校全体でいじめ防止を考える「いじめ防止集会」の
実施を計画しておりました。
当初の計画では、体育館に全校児童が集まり、発表し合う予定でしたが、暑さが急激に増

してしまったことで、教室での動画視聴による集会としました。
目標を発表する形式も、クラスごとに工夫されており、とても意義深いものでした。

いじめは決して許されるものではありません。美園小の全職員が共通認識のもと、日々の
教育活動の中で「自他を思いやりやること」、「互いを尊重し合うこと」について、子ども
たちに伝えています。
とは言え、子どもどうしでトラブルも起きます。その都度考え、自分を振り返り、反省し

たり、改善したりすることは、大切な学びです。そうして、子どもは成長していくのだと思
います。安全・安心な学校づくりに向け、家庭と連携しながら、笑顔あふれる美園小を築い
ていこうと思います。

子どもがもっているものに
目を向け、生かす

「落ちなかったリンゴ」のお話

1991年秋、青森県でリンゴ農家が大切に育てていたリンゴが、台風によって
9割近く落ちてしまいました。リンゴ農家にとっては、収入が減ってしまい、
大きな痛手です。
しかし、この状況をあるアイデアが救います。9割のリンゴが落ちてしまい

ましたが、1割のリンゴは落ちずに残ったわけです。その1割のリンゴに目を向
け、「落ちないリンゴ」と称し、縁起のいいリンゴとして受験生に買ってもら
うというアイデアでした。結果、「落ちないリンゴ」は、1個1000円という価
格でも飛ぶように売れ、あっという間に売り切れになりました。

視点を変えることで、新たなことに気が付く。これは、子育てや教育でも生
かすことができると思います。子どものないことに目を向けるのではなく、あ
るものに目を向ける、あるものを伸ばす。そんな考え方・アイデアが、子ども
の才能を伸ばすことにも繋がるのではないでしょうか。学校と家庭で連携し、
子どもの「あるもの・もっているもの＝よさ」に目を向け、より良い成長を支
えていきたいと思います。



美園小HPもぜひご覧ください
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.misono/

7月2日(水)には、地球環境課の方に学校に来てい
ただき、ゴミの分別やリサイクルなどについて再度
学びました。クリーンセンター見学時の話を覚えて
いた子も多く、地球環境課の方の「５Rとはどんな
こと？」といった質問に、素早く答えることができ
る子が多くいました。
さらに、ライターや乾電池などが描いてあるカー

ドを使い、「燃えるゴミ」や「資源ゴミ」に分ける
活動を通して、ゴミのリサイクルについて具体的に
考えました。
また、この日はゴミ収集車が美園小にやってきま

した。実際に、ゴミ収集車がゴミ袋を収容する様子
を見て、子どもたちは驚いていました。この日の様
子について、7月8日上毛新聞に掲載されました。

子どもたちは、学習を通して「ゴミを減らすため
に自分でできることをする」ことの大切さを学んで
います。このことは、家庭でも実践することで、大
きな成果となります。ぜひ、各ご家庭でも、子ども
たちと一緒に「ゴミを減らす」ことについて話して
みてください。

②ゴミ収集車の見学

6月20日(金)、４年生がクリーンセンターを見学しました。
クリーンセンターに到着し、まずは市役所地球環境課の方
から、「館林市で1日に出るゴミの量」、「クリーンセン
ターの構造」、「ゴミの分別やリサイクル」などについて
話を聞きました。

その後、実際にクリーンセンター内を見学しました。右
下の写真は、ゴミピット内のごみをごみクレーンでつかみ
上げ、焼却炉まで運んでいる様子です。子どもたちは、大
きくて、深いゴミピットやたくさんのゴミを持ち上げるク
レーンに驚きながらも、興味深く見学していました。

子どもたちにとって、今回のクリーンセンター見学は、
とても印象深かったことと思います。おそらく、何人かの
子どもは、「クリーンセンターでたくさんのゴミを見たん
だよ」、「クレーンでいっぱいゴミを持ち上げてた」など
と、家庭で話したことと思います。やはり、実物に触れな
がら学ぶことは、とても貴重な学びです。

４年生 社会科
「ゴミを減らして資源を生かそう

①クリーンセンター見学

○○さんは、ゴミが入った大きな袋をトラック1台当たり
500個も積めると聞いて驚いた。（7月8日上毛新聞 一
部抜粋）
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